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農村関係人口による農村への関与・関心

（「農村関係人口の階段」※）

農村集落の持続的
な維持・発展へ

（小田切徳美 明治大学教授の資料を基に作成）

※農村への関与・関心の深化の一例を示したものであり、
 実際の深化には様々な内容やルート・順序があり得る。

農村を知る

（新しい農村政策の在り方に関する検討会（2022年3月）資料を基に作成）

農村関係人口の拡大・深化を通じた農村を支える活力の創出



「農村への関与・関心」
に対する二地域居住者の

ニーズ
ニーズを満たすための取組 取組への支援制度

地域の魅力の発信 農業遺産等の情報発信 地域資源活用価値創出対策
（地域活性化型）

農村に触れる機会の提供 ・農泊（宿泊、食事、体験）
・地域交流拠点、直売所、農家
レストランの整備
・市民農園

地域資源活用価値創出対策

市民農園 都市農業機能発揮対策

「しごと」の提供 地域資源を活用した付加価値の
創出

地域資源活用価値創出対策

農村のくらしづくり 中山間地域等において、地域コ
ミュニティの維持に資する取組
を行う農村RMOの形成を推進

中山間地農業推進対策

二地域居住者に対して、農村に触れる機会、都会にはない農村ならではの「しごと」の提供、農村
に住み続けるための条件整備等を行うことで、二地域居住者が求める農村への関与・関心のニー
ズを満たし、二地域居住者を農村に呼び込み、農村関係人口の創出・拡大を図る。

農山漁村振興交付金を活用した二地域居住の推進について

※いずれもＲ７予算要求中
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